
令和4年（2022年）2月4日 第２２２号ひらつか議会だより

問
　「
人
一
倍
、
繊
細
な
子
供

（
Ｈ
Ｓ
Ｃ
・
ハ
イ
リ
ー
セ
ン
シ

テ
ィ
ブ
チ
ャ
イ
ル
ド
）」
と

は
、
障
が
い
や
病
名
で
は
な
く

生
ま
れ
つ
き
非
常
に
感
受
性
が

強
く
敏
感
な
子
供
の
こ
と
で
、

人
口
の
５
人
に
１
人
が
該
当
す

る
と
さ
れ
て
い
る
。
に
お
い
や

光
、
音
が
ス
ト
レ
ス
と
な
り
、

新
た
な
環
境
に
慣
れ
る
ま
で
に

時
間
が
か
か
る
た
め
、
学
校
や

家
庭
な
ど
で
も
生
き
づ
ら
さ
を

感
じ
、
不
登
校
や
引
き
こ
も
り

の
要
因
の
一
つ
と
考
え
ら
れ
て

い
る
。
こ
の
よ
う
な
子
供
の
社

会
的
孤
立
を
防
ぐ
た
め
に
も
、

一
人
一
人
の
個
性
に
応
じ
、
学

校
と
家
庭
が
一
体
と
な
っ
て
関

わ
る
こ
と
が
必
要
だ
と
思
う
が

見
解
を
伺
う
。

教
育
長
　
各
種
研
修
会
な
ど
で

教
職
員
へ
の
周
知
を
図
る
と
と

も
に
、
家
庭
と
連
携
し
て
適
切

な
対
応
を
行
う
よ
う
学
校
に
働

き
か
け
て
い
く
。
ま
た
、
学
年

や
学
校
全
体
で
必
要
な
情
報
を

共
有
し
、
複
数
の
教
職
員
で
対

応
で
き
る
よ
う
努
め
る
。

問
　
庁
内
の
子
供
に
関
す
る
各

種
相
談
窓
口
に
お
い
て
は
、
相

談
員
な
ど
が
Ｈ
Ｓ
Ｃ
の
概
念
を

理
解
し
た
上
で
対
応
し
て
ほ
し

い
が
見
解
を
伺
う
。

健
康
・
こ
ど
も
部
長
　
専
門
職

の
職
員
が
作
成
し
た
資
料
の
各

窓
口
で
の
共
有
や
、
研
修
会
で

の
周
知
な
ど
を
検
討
し
た
い
。

問
　
経
済
的
理
由
な
ど
で
生
理

用
品
が
買
え
な
い
「
生
理
の
貧

困
」
を
解
消
す
る
取
り
組
み
と

し
て
、
全
県
立
学
校
の
女
子
ト

イ
レ
に
生
理
用
品
が
配
備
さ
れ

た
が
、
本
市
の
対
応
を
伺
う
。

市
民
部
長
　
県
が
行
っ
た
ア
ン

ケ
ー
ト
で
は
、
校
内
の
ど
こ
で

生
理
用
品
を
入
手
で
き
る
と
よ

い
か
と
い
う
問
い
に
対
し
「
ト

イ
レ
」
と
回
答
し
た
生
徒
が
最

も
多
か
っ
た
。
本
市
で
は
保
健

室
に
常
備
し
て
い
る
が
、
自
分

か
ら
言
い
出
し
に
く
い
生
徒
も

受
け
取
り
や
す
い
環
境
づ
く
り

を
進
め
る
観
点
か
ら
、
今
後
、

小
中
学
校
の
女
子
ト
イ
レ
へ
の

配
備
を
進
め
て
い
く
。

問
　
配
備
の
時
期
を
伺
う
。

教
育
指
導
担
当
部
長
　
現
段
階

で
は
、
令
和
４
年
４
月
以
降
の

配
備
を
考
え
て
い
る
。

問
　
物
が
見
え
に
く
い
な
ど
の

症
状
が
あ
る
人
を
支
援
す
る
暗あ

ん

所し
ょ

視し

支
援
眼
鏡
を
、
福
祉
用
具

の
購
入
費
を
助
成
す
る
日
常
生

活
用
具
給
付
制
度
の
対
象
品
目

に
認
定
す
る
こ
と
を
３
月
議
会

で
求
め
た
。
そ
れ
以
降
、
全
国

で
認
定
す
る
自
治
体
が
20
か
所

増
え
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
本
市

の
見
解
を
伺
う
。

福
祉
部
長
　
慎
重
な
判
断
が
必

要
と
考
え
て
い
る
。
先
行
す
る

自
治
体
の
状
況
を
参
考
に
す
る

と
と
も
に
、
県
内
他
市
の
動
向

も
注
視
し
な
が
ら
、
前
向
き
に

検
討
し
て
い
く
。

問
　
子
供
の
弱
視
へ
の
対
策
と

し
て
、
国
は
市
区
町
村
が
行
う

３
歳
児
健
康
診
査
へ
の
屈
折
検

査
の
導
入
を
促
し
、
屈
折
検
査

機
の
購
入
費
を
補
助
す
る
方
針

を
示
し
た
が
、
本
市
に
お
け
る

導
入
の
考
え
を
伺
う
。

健
康
・
こ
ど
も
部
長
　
国
の
動

向
を
注
視
し
な
が
ら
、
実
施
方

法
や
機
種
を
調
査
・
研
究
し
、

検
討
を
進
め
て
い
く
。

公
明
ひ
ら
つ
か

ル
へ
の
取
り
組
み
支
援
、
多
様

な
人
々
が
地
域
経
済
活
動
に
参

加
で
き
る
環
境
を
整
備
す
る
こ

と
で
更
な
る
活
性
化
に
つ
な
げ

る
。
担
い
手
不
足
な
ど
の
課
題

が
生
じ
て
い
る
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
で
は
、
市
民
や
市
民
活
動

団
体
、
行
政
が
と
も
に
考
え
る

協
働
事
業
を
進
め
る
と
と
も

に
、
ち
い
き
情
報
局
の
充
実
や

デ
ジ
タ
ル
化
の
促
進
を
し
、
地

域
の
つ
な
が
り
が
途
絶
え
な
い

よ
う
支
援
を
行
う
こ
と
で
、
持

続
可
能
な
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
形
成
を
推
進
す
る
。

問
　
ど
の
よ
う
に
グ
リ
ー
ン
化

を
経
済
の
再
生
・
活
性
化
に
つ

な
げ
て
い
く
の
か
。

市
長
　
令
和
３
年
６
月
に
国
が

策
定
し
た
地
域
脱
炭
素
ロ
ー
ド

マ
ッ
プ
で
は
、
キ
ー
メ
ッ
セ
ー

ジ
と
し
て
再
エ
ネ
等
の
地
域
資

源
の
活
用
や
地
域
の
課
題
解
決

な
ど
が
示
さ
れ
、
地
域
脱
炭
素

は
地
域
の
成
長
戦
略
に
な
る
と

し
て
い
る
。
本
市
の
地
球
温
暖

化
対
策
を
積
極
的
に
進
め
、
地

域
経
済
の
活
性
化
と
脱
炭
素
社

会
の
実
現
に
つ
な
げ
て
い
く
。

問
　
介
護
や
子
育
て
中
の
女
性

も
テ
レ
ワ
ー
ク
で
仕
事
に
参
加

で
き
る
よ
う
女
性
デ
ジ
タ
ル
人

材
の
育
成
が
必
要
で
あ
る
が
、

本
市
の
方
向
性
を
伺
う
。

産
業
振
興
部
長
　
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
の
デ
ジ
タ
ル
技
能
を
学
べ
る

訓
練
コ
ー
ス
で
は
託
児
サ
ー
ビ

ス
付
き
の
コ
ー
ス
な
ど
も
用
意

さ
れ
て
い
る
の
で
、
こ
の
既
存

の
制
度
の
活
用
が
進
む
よ
う
、

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
と
連
携
し
て
制

度
の
周
知
に
努
め
た
い
。

コ
ロ
ナ
克
服
、
ピ
ン
チ
を

チ
ャ
ン
ス
に
変
え
る
市
政
運
営
を

秋
澤 

雅
久 

議
員

社
会
的
孤
立
を
防
ぎ
、
一
人
も

取
り
残
さ
な
い
明
る
い
未
来
を

石
田 

美
雪 

議
員

安
心
・
安
全
の 

出
産
、
子
育
て
を

問
　
産
婦
健
康
診
査
に
対
す
る

助
成
の
考
え
を
伺
う
。

健
康
・
こ
ど
も
部
長
　
本
市
で

は
こ
れ
ま
で
、
産
前
・
産
後
ヘ

ル
パ
ー
派
遣
事
業
や
産
後
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
事
業
を
優
先

し
て
実
施
し
て
き
た
が
、
支
援

の
必
要
な
人
を
漏
れ
な
く
発
見

す
る
必
要
が
あ
る
の
で
、
近
隣

自
治
体
の
状
況
や
、
市
内
産
科

の
費
用
も
参
考
に
、
産
婦
健
診

の
支
援
を
検
討
し
て
い
く
。

問
　
４
年
度
に
特
定
不
妊
治
療

が
保
険
適
用
と
な
る
が
、
本
市

独
自
の
支
援
策
は
あ
る
の
か
。

健
康
・
こ
ど
も
部
長
　
本
市
の

特
定
不
妊
治
療
費
助
成
事
業
は

県
の
助
成
事
業
の
上
乗
せ
と
し

て
実
施
し
て
い
る
。
県
で
は
、

４
年
度
か
ら
の
保
険
適
用
移
行

期
に
経
過
措
置
な
ど
を
予
定
し

て
い
る
と
聞
い
て
い
る
の
で
、

保
険
適
用
の
詳
細
や
県
の
対
応

な
ど
を
し
っ
か
り
と
見
極
め
、

対
応
を
考
え
て
い
く
。

総務経済
　議案２案件は全て原案どおり可
決すべきものと決定しました。
○議案第97号　令和３年度平塚市
一般会計補正予算
　賦課徴収費の固定資産税賦課
事業について、課税システム連携
用登記データベースシステムを構
築するための費用ということだ
が、具体的な内容を伺う。
　これまでは売買や相続などと
いった登記の情報を、固定資産税
課の職員が法務局へ出向き、紙

ベースで情報を受け取り、手入力
で課税システムへ反映させていた
が、法務局がオンライン化するこ
とになったので、直接情報をもら
えるようにシステムを構築するた
めの費用として計上している。
　どのような情報セキュリティ
対策をとっているのか。
　法務局との覚書を交わすこと
になっており、ネットワーク回線
についても、LGWAN回線という
地方公共団体を相互に接続する、
行政専用のネットワーク回線でつ
なぐ予定である。

都市建設
　議案５案件は全て原案どおり可
決すべきものと決定しました。
○議案第91号 平塚市消防団員
の任免、給与、定員、服務等に関
する条例の一部を改正する条例
　国が年額報酬や出動報酬の基
準を引き上げる理由として、全国
的な消防団員の定数不足があるの
ではないかと思うが、本市も定数
不足になっているのか。
　全国的に消防団員の数が減っ
ており、本市においても定員を割

り込んでいる状況である。12月１
日現在での定数に照らし合わせる
と87パーセントの充足率になっ
ている。
　定員不足ということであれ
ば、広報ひらつかなどで大々的に
若い団員を募集してはどうか。ま
た、現在の団員335人の平均年齢
を伺う。
　募集については、広報ひらつ
かや地域の情報誌なども今後は活
用していきたいと思う。335人の
平均年齢は、現在48.3歳となって
いる。

常任委員会の審査概要 今定例会に上程された議案は所管の常任委員会に付託して審査しました。
常任委員会の主な質疑を紹介します。

公明ひらつか 所 属 議 員

一
層
の
行
政
改
革
を

問
　
市
債
の
発
行
に
関
し
て
、

償
還
と
の
バ
ラ
ン
ス
を
図
る
考

え
方
や
、
将
来
負
担
の
軽
減
策

を
伺
う
。

市
長
　
過
度
な
市
債
へ
の
依
存

と
な
ら
な
い
よ
う
、
借
入
と
償

還
の
バ
ラ
ン
ス
を
図
り
、
市
債

現
在
高
の
減
少
に
努
め
る
と
と

も
に
、
各
種
基
金
も
活
用
し
将

来
負
担
の
軽
減
に
つ
な
げ
る
。

問
　
龍
城
ケ
丘
ゾ
ー
ン
公
園
整

備
は
、
今
後
ど
の
よ
う
に
進
め

て
い
く
の
か
。

市
長
　
市
民
か
ら
寄
せ
ら
れ
た

声
を
踏
ま
え
、
既
存
樹
林
の
更

な
る
保
全
の
検
討
や
、
塩
と
風

の
調
査
な
ど
を
行
う
た
め
着
工

を
延
期
し
た
。
こ
れ
ら
を
着
実

に
実
施
し
、
事
業
を
推
進
し
て

い
く
。

問
　
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

の
取
り
組
み
を
伺
う
。

市
長
　
公
共
施
設
等
総
合
管
理

計
画
に
基
づ
き
、
持
続
可
能
か

つ
最
適
な
管
理
運
営
を
実
現
す

る
た
め
、
コ
ロ
ナ
危
機
に
お
い

て
も
、
中
長
期
的
な
視
点
で
施

設
の
長
寿
命
化
や
再
編
に
取
り

組
む
。

問
　
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
導
入

等
推
進
事
業
を
更
に
進
め
る
た

め
の
考
え
方
を
伺
う
。

市
長
　
効
果
が
期
待
で
き
る
施

設
を
選
定
し
、
積
極
的
に
取
り

組
む
。

問
　
コ
ロ
ナ
後
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を

意
識
し
た
、
持
続
可
能
な
地
域

経
済
の
発
展
及
び
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
形
成
イ
メ
ー
ジ
を
伺

う
。

市
長
　
将
来
に
わ
た
り
安
心
・

安
全
な
市
民
生
活
を
守
る
た
め

に
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
が
掲
げ
る
各
目

標
を
意
識
し
た
施
策
展
開
が
重

要
で
あ
り
、
事
業
者
の
デ
ジ
タ

ル
化
や
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ

　議会には、議員の調査研究のため、図
書室の設置が法律により義務付けられて
います。
　本市議会では、開かれた議会とするた
め、市役所本館８階の議場前の開放した
スペースに議会図書室を設け、市民・議
会・行政が共同で利用できる環境をつく
りました。
　ご利用いただ
ける時間は、平日
の午前８時30分
から午後５時ま
でとなります。

議会図書室のご案内

上野 仁志 議員 鈴木 晴男 議員




